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松くい虫予防散布 （ネオニコチノイド系殺虫剤）
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平成１６年度ネオニコチノイド系殺虫剤マツクイムシ予防散布

マツグリーン液剤100倍希釈
1ha当たり 1.2t  

●散布地●患者
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平成１７年度ネオニコチノイド系殺虫剤マツクイムシ予防散布

マツグリーン液剤100倍希釈
1ha当たり 1.2t  

●散布地●患者
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人間の物質摂取量（重量比）の割合
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出典：村上周三
東京大学生産技術研究所
（臨床環境　９：４９～６２，２０００）
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ネオニコチノイド

ネオニコチノイド
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少年犯罪
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世界国別農薬使用量（OECD）2002より
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法定残留基準
現況の各ネオニコチノイド系殺虫剤の残留基準は下記のごとくである。

イミダクロプリド ジノテフラン アセタミプリド 推奨される アセタミプ
リドの残留基準

慢性毒性実験（２年）発ガン
試験

17.5倍 1倍 14倍

ラット繁殖実験
（２世代）

8倍 1倍 25倍

ばれいしょ 0.5 0.2 0.5 0.01

大根 0.1 0.5 0.5 0.02

白菜 0.5 1.4 5 0.05

キャベツ 0.5 2 5 0.05

トマト 1 2 5 0.05

ピーマン 3 3 5 0.12

なす 0.5 2 5 0.05

きゅうり 1 2 5 0.05

すいか 0.5 0.5 0.5 0.02

みかん 1 2 1 0.15

夏みかんの果実全体 1 1 5 0.08

レモン 1 3 5 0.12

オレンジ 1 3 5 0.12

グレープフルーツ 1 3 5 0.12

りんご 0.5 0.5 5 0.02

日本なし 1 1 5 0.08

西洋なし 1 1 5 0.08

もも 0.5 3 5 0.12

いちご 3 2 5 0.05

ぶどう 3 10 5 0.4

茶 10 25 50 1
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